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全
国
鍍
金
工
業
組
合
連
合
会

の
令
和
７
年
度
通
常
総
会
が
５

月
29
日
14
時
か
ら
機
械
振
興
会

館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

定
刻
と
な
り
上
村
総
務
委
員

長
の
司
会
進
行
で
開
催
さ
れ
、

開
会
の
辞
で
野
村
副
会
長
が
開

会
の
宣
言
を
行
い
開
催
さ
れ

た
。

　

会
長
挨
拶
で
神
谷
会
長
が

「
本
日
は
大
変
多
く
の
皆
様
に

参
加
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日
は
役

員
改
選
も
あ
り
ま
し
て
長
時
間

に
わ
た
る
審
議
を
い
た
だ
き
ま

す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
」と
述
べ
挨
拶
し
た
。

　

次
に
山
﨑
副
会
長
が
本
年
度

の
岸
賞
の
該
当
者
は
い
な
い
と

報
告
。
続
い
て
内
田
副
会
長
が

国
家
栄
誉
者
の
発
表
を
行
い
、

九
州
め
っ
き
工
業
組
合
の
山
田

登
三
雄
氏
が
旭
日
双
光
章
、
同

じ
く
九
州
め
っ
き
工
業
組
合
の

田
口
英
信
氏
が
藍
綬
褒
章
を
受

賞
し
た
こ
と
を
報
告
し
、
出
席

し
て
い
た
山
田
氏
が
拍
手
に
答

え
て
挨
拶
し
た
。

　

次
に
議
題
進
行
に
先
立
ち
総

会
議
長
の
選
任
で
神
谷
理
事
長

が
議
長
に
選
任
さ
れ
、
議
事
進

行
と
な
っ
た
。
神
谷
議
長
が
通

常
総
会
と
理
事
会
の
審
議
内
容

の
多
く
が
重
複
す
る
た
め
通
常

総
会
と
理
事
会
を
同
時
開
催
す

る
と
宣
言
し
、
議
事
進
行
と
な

っ
た
。

　

議
事
審
議
の
最
初
に
、
長
谷

専
務
理
事
か
ら
出
席
状
況
の
報

告
が
あ
り
、
総
会
と
理
事
会
が

成
立
す
る
旨
を
報
告
し
、
議
長

が
議
事
録
確
認
者
を
長
野
組
合

の
服
部
理
事
、
中
国
組
合
の
難

波
理
事
に
お
願
い
し
て
議
事
審

議
と
な
っ
た
。

　

総
会
第
１
号
議
案
お
よ
び
第

１
回
理
事
会
第
１
号
議
案
の

「
令
和
６
年
度
事
業
報
告
、貸
借

対
照
表
、
財
産
目
録
、
損
益
計

算
書
、
損
益
計
算
書
（
予
算
対

比
）
お
よ
び
余
剰
金
処
分
案
承

認
に
つ
い
て
が
上
程
さ
れ
、
議

案
内
容
を
長
谷
専
務
理
事
が
説

明
し
、
元
井
代
表
幹
事
が
監
査

報
告
を
行
っ
た
。
こ
れ
を
議
長

が
会
場
に
諮
る
とZoom
参
加

者
か
ら
も
異
議
も
な
く
満
場
一

致
で
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
総
会
第
２
号
議
案
お
よ

び
第
１
回
理
事
会
第
２
号
議
案

「
令
和
７
年
度
事
業
計
画
案
お

よ
び
損
益
計
算
書
案
の
承
認
に

つ
い
て
」
が
上
程
さ
れ
、
同
じ

く
長
谷
専
務
理
事
が
内
容
説
明

を
行
い
、
議
長
が
こ
れ
を
会
場

に
諮
る
と
異
議
な
く
満
場
一
致

で
可
決
承
認
さ
れ
た
。
次
の
総

会
・
第
１
回
理
事
会
の
第
３
号

議
案
の
「
令
和
７
年
度
経
費
賦

課
お
よ
び
徴
収
方
法
に
つ
い
い

て
」
が
上
程
さ
れ
、
長
谷
専
務

理
事
が
内
容
説
明
し
議
長
が
こ

れ
を
諮
る
と
異
議
も
な
く
満
場

一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
総
会
第
４
号
議
案
お
よ

び
第
１
理
事
会
第
４
号
議
案
の

「
賛
助
会
員
規
約
の
変
更
に
つ

い
て
」
が
上
程
さ
れ
、
長
谷
専

務
理
事
か
ら
内
容
説
明
が
あ

り
、
こ
れ
を
諮
る
と
異
議
な
く

満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ

た
。

　

続
い
て
総
会
第
５
号
議
案
お

よ
び
第
１
理
事
会
第
５
号
議
案

「
員
外
理
事
及
び
員
外
監
事
に

対
す
る
報
酬
額
の
限
度
に
つ
い

て
」お
よ
び
総
会
第
６
号
議
案
・

第
１
回
理
事
会
第
６
号
議
案
の

「
借
入
金
残
高
の
最
高
限
度
額

に
つ
い
て
」
が
上
程
さ
れ
、
長

谷
専
務
理
事
が
説
明
を
行
い
満

場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
第
１
回
理
事
会
第
７
号

議
案
の
「
そ
の
他
報
告
事
項
」

が
上
程
さ
れ
長
谷
専
務
理
事
か

ら
説
明
が
行
わ
れ
、
異
議
も
な

く
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
総
会
第
７
号
議
案
の

「
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改

選
に
つ
い
て
」
と
総
会
第
８
号

議
案
「
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

候
補
者
選
考
委
員
に
つ
い
て
」

が
一
括
上
程
さ
れ
、
議
長
が
指

名
推
薦
方
法
を
提
案
す
る
と
承

認
さ
れ
て
指
名
推
薦
と
な
っ

た
。
各
地
区
よ
り
役
員
候
補
者

選
考
委
員
が
選
出
さ
れ
て
お

り
、
昨
年
12
月
、
今
年
２
月
、

４
月
の
３
回
に
わ
た
っ
て
役
員

候
補
者
選
考
委
員
会
が
開
催
さ

れ
、
選
考
結
果
に
つ
い
て
選
考

委
員
長
の
山
田
常
任
顧
問
が
選

考
結
果
を
報
告
。
議
長
が
会
場

に
諮
る
と
異
議
も
な
く
満
場
一

致
で
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

こ
れ
で
令
和
７
年
度
通
常
総

会
並
び
に
第
１
回
理
事
会
が
終

了
し
、
引
き
続
き
第
２
回
理
事

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

第
２
回
理
事
会
の
出
席
状
況

を
長
谷
専
務
理
事
が
成
立
要
件

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
報
告

し
、
議
事
審
議
が
な
さ
れ
た
。

第
２
回
理
事
会
第
１
号
議
案
お

「
令
和
７
年
度
・
８
年
度
役
付
理

事
の
選
任
に
つ
い
て
」
と
第
２

号
議
案
の
「
常
設
委
員
会
の
担

当
副
会
長
、
正
副
委
員
長
お
よ

び
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
」
が

一
括
上
程
さ
れ
、
山
田
選
考
委

員
長
が
説
明
を
行
い
、
満
場
一

致
の
拍
手
に
よ
り
可
決
承
認
さ

れ
た
。

　

次
に
第
２
号
理
事
会
第
３
号

議
案
の
「
常
任
顧
問
、
顧
問
、

相
談
役
、
評
議
員
の
委
嘱
に
つ

い
て
」
が
上
程
さ
れ
、
異
議
な

く
可
決
承
認
。
以
上
で
第
２
回

理
事
会
の
議
案
審
議
が
終
了
し

た
。

　

続
い
て
長
谷
専
務
理
事
が
新

た
に
就
任
し
た
執
行
部
の
方
々

の
名
前
を
呼
び
、
名
前
を
呼
ば

れ
た
方
が
そ
の
場
で
起
立
し
て

お
披
露
目
と
な
っ
た
。

　

議
長
席
を
退
席
し
た
神
谷
会

長
は
、
2
年
間
の
任
期
を
振
り

返
り
、
関
係
者
へ
の
感
謝
を
述

べ
た
。
副
会
長
や
各
委
員
会
の

尽
力
で
事
業
を
円
滑
に
進
め
た

と
評
価
。
環
境
委
員
会
の
清
川

副
会
長
に
は
、
環
境
優
良
事
業

所
の
基
準
見
直
し
と
推
進
を
称

賛
し
、
収
入
源
と
し
て
の
継
続

を
期
待
。
技
術
委
員
会
の
野
村

副
会
長
に
は
、
コ
ン
ク
ー
ル
審

査
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。
経
営

委
員
会
の
鈴
木
氏
に
は
、
女
性

部
の
活
発
な
活
動
を
高
く
評

価
。情
報
国
際
の
内
田
氏
に
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
海
外
研
修
が
実
現

で
き
な
か
っ
た
悔
し
さ
を
語
り

つ
つ
、有
志
の
出
展
を
称
え
た
。

総
務
委
員
会
の
山
﨑
次
期
会
長

に
は
、
青
年
部
発
足
へ
の
貢
献

に
心
か
ら
感
謝
。
神
谷
氏
は
、

次
年
度
の
海
外
研
修
実
現
に
期

待
を
寄
せ
、
2
年
間
の
協
力
を

改
め
て
感
謝
し
た
。

　

次
に
山
﨑
新
会
長
が
就
任
の

挨
拶
（
４
面
参
照
）
を
行
い
、

続
い
て
理
事
・
監
事
の
退
任
者

へ
の
感
謝
状
を
代
表
者
の
吉
田

忠
弘
氏
に
贈
呈
し
た
。

　

以
上
で
全
て
の
次
第
が
終
了

し
、
清
川
副
会
長
が
閉
会
の
辞

を
述
べ
、
全
鍍
連
通
常
総
会
は

無
事
に
終
了
し
た
。

令
和
７
年
度
通
常
総
会

全
国
鍍
金
工
業
組
合
連
合
会

山﨑新会長㊧と神谷前会長㊨

新
会
長
に
山
﨑
慎
介
氏
が
就
任

総会会場の様子
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全
国
鍍
金
工
業
組
合
連
合
会

会
長
に
選
出
さ
れ
た
神
奈
川
県

工
業
組
合
所
属
の
山
﨑
慎
介
氏

は
、
67
歳
と
い
う
年
齢
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
身
に
余
る
光
栄
と

責
任
を
感
じ
つ
つ
、
業
界
の
未

来
を
見
据
え
た
改
革
を
進
め
る

決
意
を
力
強
く
語
っ
た
。

た
が
、
今
回
の
会
長
就
任
と
い

う
「
青
天
の
霹
靂
」
を
受
け
、

2
年
間
全
鍍
連
の
た
め
に
尽
力

す
る
覚
悟
を
表
明
。
神
奈
川
組

合
も
若
い
優
秀
な
人
材
が
増

え
、
運
営
が
安
定
し
て
い
る
た

め
、
全
鍍
連
の
活
動
に
専
念
で

き
る
と
語
っ
た
。

　

山
﨑
氏
は
、
自
身
の
使
命
を

「
全
鍍
連
の
大
改
革
」と
明
確
に

定
義
。
こ
れ
ま
で
栗
原
会
長
、

森
脇
会
長
、
山
田
会
長
、
苅
宿

会
長
、
神
谷
会
長
の
下
で
副
委

員
長
、
委
員
長
、
副
会
長
を
歴

任
し
、
業
界
の
課
題
を
間
近
で

見
て
き
た
経
験
を
基
に
、
現
在

の
全
鍍
連
が
抱
え
る
問
題
を
指

摘
し
た
。
特
に
、
組
織
内
の
分

断
化
が
進
み
、
若
手
の
人
材
が

十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
現

状
を
憂
慮
。
事
務
局
に
過
度
に

依
存
す
る
体
制
や
、
め
っ
き
屋

主
体
の
組
織
と
は
言
い
難
い
状

況
を
改
善
す
る
必
要
性
を
訴
え

た
。

　

特
に
力
を
入
れ
る
の
が
、
青

年
部
の
活
性
化
だ
。
神
谷
前
会

長
の
下
で
立
ち
上
げ
ら
れ
た
青

年
部
は
、
厳
し
い
状
況
の
中
で

も
上
村
委
員
長
と
共
に
活
動
を

続
け
て
き
た
。
山
﨑
氏
は
、
青

年
部
が
飲
み
会
な
ど
「
ノ
ミ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
通
じ
て
仲
間

意
識
や
結
束
力
を
高
め
る
こ
と

は
重
要
だ
と
強
調
。
若
い
世
代

に
は
ユ
ニ
ー
ク
で
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
に
溢
れ
、
業
界
の
将
来
を

憂
え
る
優
秀
な
人
材
が
多
い
と

し
、
彼
ら
を
積
極
的
に
活
用
す

る
方
針
を
示
し
た
。
対
話
と
交

流
を
通
じ
て
分
断
を
解
消
し
、

業
界
全
体
の
結
束
を
強
化
す
る

考
え
だ
。

　

ま
た
、
山
﨑
氏
は
現
在
の
め

っ
き
業
界
が
抱
え
る
課
題
に
対

し
、
自
ら
が
先
頭
に
立
っ
て
解

決
に
取
り
組
む
と
約
束
。
一
方

で
、
自
身
の
役
割
は
「
次
世
代

が
安
心
し
て
全
鍍
連
を
担
え
る

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
」
と
強

調
し
、
自
己
を
前
面
に
出
さ
ず
、
次
世
代
を

主
役
に
据
え
る
姿
勢
を
誓
っ
た
。
大
小
の
組

合
や
関
連
団
体
（
十
日
会
、
四
谷
会
、
日
本

鍍
金
協
会
、
シ
ム
テ
ッ
ク
な
ど
）
の
垣
根
を

取
り
払
い
、
業
界
を
一
つ
に
ま
と
め
る
「
鎹

（
か
す
が
い
）」
と
な
る
決
意
を
表
明
。
幅
広

い
交
流
を
通
じ
て
、
業
界
全
体
の
連
携
を
深

め
る
方
針
を
示
し
た
。

　

山
﨑
氏
は
自
ら
を
「
浅
学
菲
才
」
と
謙
遜

し
つ
つ
、
失
敗
の
責
任
は
選
ん
だ
皆
と
も
共

有
す
る
と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
語
っ
た
。
暴

走
や
遊
び
優
先
の
行
動
が
あ
れ
ば
、
遠
慮
な

く
指
導
や
叱
責
を
求
め
る
姿
勢
も
示
し
、
透

明
で
開
か
れ
た
運
営
を
約
束
。
総
会
出
席
者

や
事
務
局
に
対
し
、
協
力
と
厳
し
い
意
見
を

求
め
た
。

　

最
後
に
、
山
﨑
氏
は
2
年
間
全
力
で
取
り

組
む
決
意
を
改
め
て
表
明
。
め
っ
き
業
界
の

同
志
と
し
て
、
い
が
み
合
い
や
先
陣
争
い
を

避
け
、
団
結
し
て
未
来
を
切
り
開
く
姿
勢
を

強
調
し
た
。
山
﨑
新
会
長
の
改
革
へ
の
情
熱

と
次
世
代
育
成
へ
の
強
い
意
志
が
、
鍍
金
業

界
に
新
た
な
風
を
吹
き
込
む
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

全
鍍
連
・
山
﨑
新
会
長
が
就
任
の
挨
拶
で
、

鍍
金
業
界
の
大
改
革
と
次
世
代
育
成
を
誓
う

　

冒
頭
、
山
﨑
氏

は
前
神
谷
会
長
を

は
じ
め
、
2
年
間

尽
力
し
た
副
会
長

や
各
委
員
会
メ
ン

バ
ー
へ
の
感
謝
を

述
べ
た
。
自
身
は

来
年
3
月
に
娘
婿

へ
会
社
を
譲
り
引

退
す
る
予
定
だ
っ

新任の挨拶をする山﨑慎介氏

第
59
回
通
常
総
代
会　

東
京
都
鍍
金
工
業
組
合

第
54
回
通
常
総
代
会　

東
京
都
鍍
金
公
害
防
止
協
同
組
合

　

第
59
回
東
京
都
鍍
金
工
業
組

合
通
常
総
代
会
と
第
54
回
東
京

都
鍍
金
公
害
防
止
協
同
組
合
通

常
総
代
会
が
、
５
月
23
日
16
時

か
ら
東
京
都
文
京
区
に
あ
る
東

京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
開
催
さ

感
謝
を
述
べ
、
議
案
書
に
詳
細

が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
し
て
細

部
の
説
明
を
省
略
。
近
年
、
景

気
低
迷
や
ト
ラ
ン
プ
政
権
発
足

に
伴
う
関
税
・
為
替
の
不
透
明

感
に
よ
り
、
設
備
投
資
が
滞
る

な
ど
組
合
運
営
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
と
指
摘
し
た
。
内
田
副

理
事
長
の
報
告
に
も
触
れ
、
昨

年
・
一
昨
年
の
料
金
改
定
や
、

制
へ
移
行
す
る
こ
と
を
説
明
。

退
任
す
る
役
員
が
多
い
こ
と
へ

の
遺
憾
を
述
べ
つ
つ
、
代
表
へ

の
感
謝
で
対
応
し
た
。

　

公
害
防
止
協
同
組
合
で
は
、

シ
ア
ン
廃
棄
物
の
集
配
問
題

や
、
大
田
区
の
旧
工
場
敷
地
で

の
タ
ン
ク
整
備
・
薬
品
廃
棄
を

業
者
に
委
託
し
て
進
め
て
い
る

と
報
告
。
組
合
員
と
職
員
の
協

力
が
不
可
欠
と
し
、
改
革
と
運

営
の
前
向
き
な
推
進
に
向
け

て
、
参
加
者
の
支
援
を
強
く
求

め
た
。
石
碕
理
事
長
は
、
厳
し

い
環
境
下
で
も
組
合
員
一
丸
と

な
っ
て
課
題
に
取
り
組
む
姿
勢

を
強
調
し
、
挨
拶
を
締
め
く
く

っ
た
。

　

次
に
議
長
選
出
と
な
り
、
司

会
者
一
任
の
声
が
あ
り
、
満
場

の
拍
手
に
よ
る
承
認
で
、
細
井

碧
相
談
役
が
議
長
と
し
て
選
出

さ
れ
、
議
長
席
に
つ
い
て
議
事

審
議
と
な
っ
た
。

　

第
１
号
議
案
の
「
令
和
６
年

度
事
業
報
告
書
及
び
決
算
関
係

書
類
承
認
の
件
」
で
宮
部
事
務

局
課
長
が
説
明
報
告
を
行
い
、

監
査
報
告
を
上
原
祐
司
監
事
が

監
査
報
告
を
行
い
上
程
さ
れ

た
。
こ
れ
を
議
長
が
会
場
に
諮

る
と
異
議
も
な
く
満
場
一
致
で

可
決
承
認
さ
れ
た
。

れ
た
。

　

定
刻
と
な
り
事

務
局
の
宮
部
圭
典

課
長
の
司
会
進
行

で
開
会
さ
れ
、
出

席
人
数
の
報
告
と

定
数
を
満
た
し
て

お
り
、
総
会
は
成

立
す
る
旨
を
報
告

し
た
。

　

続
い
て
内
田
悦

美
副
理
事
長
が
開

会
宣
言
の
辞
の

後
、
理
事
長
挨
拶

で
石
碕
理
事
長

は
、
参
加
者
へ
の

会場の様子

3
月
の
臨
時
総
代
会
で

の
理
事
・
総
代
定
数
の

3
分
の
1
削
減
を
報

告
。
組
合
員
数
が
５
０

０
社
か
ら
２
５
０
社
未

満
に
減
少
す
る
中
、
組

織
の
ス
リ
ム
化
が
必
要

だ
っ
た
と
し
、
東
京
都

か
ら
認
可
を
得
て
新
体

石﨑利一理事長

【
６
面
へ
続
く
】
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川
県
川
崎
市
川
崎
区
池
上
新
町
三
│
三
│
一

〇
四
四
（
二
七
七
）
六
五
四
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
四
（
二
七
七
）
〇
五
五
〇

☎

森
大

薫

☎ ☎

高
見
沢
政
男

株
式
会
社
オ
カ
ダ
テ

ク
ス

代
表
取
締
役

工
場
営
業
所
〒
278
-0013
野
田
市
上
三
ケ
尾
二
六
一
│
九

〇
四（
七
一
二
四
）四
一
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四（
七
一
二
五
）六
六
八
四

☎

岡
田
源
利

上 光 常 隆

株
式
会
社
ケ
ミ
ト
ロ
ン

藤 

森 

克 

明

〒

本
社 

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
六‐

二‐

三

新
宿
ア
イ
ラ
ン
ド
ア
ネ
ッ
ク
ス
五
階

〇
三
（
五
三
二
四
）
六
〇
四
一

☎

鹿
沼
事
業
所
／
坂
東
技
術
セ
ン
タ
ー
／
上
海
／
台
湾

代
表
取
締
役

 160
-0023

本
社
工
場

〒
123
-0865

〇
三
（
三
九
一
一
）
七
一
二
一
（代）

横
浜
工
場

〒
226
-0022
横
浜
市
緑
区
青
砥
町
三
五
〇

〇
四
五（
九
三
一
）
四
五
三
七

☎☎ 松
井
直
巳

取
締
役

社

長

東
京
都
足
立
区
新
田
二
│
一
一
一
九

│

硬
化
ク
ロ
ー
ム
工
業
株
式

会
社

奥
野
製
薬
工
業
株
式
会
社

〒
541
-0045
大
阪
市
中
央
区
道
修
町
四

七
│
一
〇

〇
六（
六
九
六
八
）六
九
三
一

☎

│

大
阪
表
面
処
理
営
業
部

希
直
野

代
表
取
締
役

社

長

New Plating Wave

981-3206

FAX

村
松
康
裕

代
表
取
締
役

社

長

笹
川
孝
司

取
締
役
社
長

自
動
制
御
盤
・
表
面
処
理
装
置
設
計
製
作
販
売

株
式
会
社

シ
ブ
ヤ
電
機

代

表

取
締
役

本

社
〒
174-
0065
東
京
都
板
橋
区
若
木
一
―

―

〇
三
（
三
九
三
五
）
七
五
一
一

F
A
X
〇
三
（
三
五
五
〇
）
五
七
八
四

埼
玉
工
場
〒
350-
0434
埼
玉
県
入
間
郡
毛
呂
山
町
市
場
九
八
六
―
一

〇
四
九
（
二
九
八
）
三
〇
三
一

F
A
X
〇
四
九
（
二
九
八
）
三
一
八
一

渋
谷

均

☎☎

二

二
〇

新
共
立
化
工
株
式
会
社

代

表

取
締
役

〒
333
-0844

埼
玉
県
川
口
市
上
青
木
二
―
二
二
―
六

〇
四
八
（
二
六
九
）
二
七
二
六

F
A
X

〇
四
八
（
二
六
七
）
七
三
八
二

松
植

勉

☎

〒
236
-0004

旭
産
業
株
式
会
社

横
浜
市
金
沢
区
福
浦
二
―
一
〇
―
五

☎ 

〇
四
五
（
七
八
一
）一
二
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
五
（
七
八
一
）一
二
四
六

小
杉

　亮

金
沢
工
場

一
級
め
っ
き
技
能
士
「
現
代
の
名
工
」

代
表
取
締
役

http://w
w

w
.asahisangyo.net
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作
製
計
設
種
各
の
機
器
理
管
熱
い
高
の
度
精

熱
電
ワ
ン
シ
社
会
限
有

役
締
取
表
代

藤
加

之
智

〒
132
-0025

四
一
―
九
二
―
二
江
松
区
川
戸
江
都
京
東☎

七
八
一
一
）
七
〇
六
五
（
三
〇

二
八
一
一
）
七
〇
六
五
（
三
〇
Ｘ
Ａ
Ｆ

E
-m
ail:shinw

a@
tokyo-heater.co.jp

株
式
会
社
進
光
舎
鍍
金

代

表

取
締
役

〒
131
-0041
東
京
都
墨
田
区
八
広
四
│
四
二
│
七

〇
三
（
三
六
一
二
）
六
九
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
（
三
六
一
二
）
六
九
四
五 則
敏
田
池☎

株
式
会
社
精
密
電
化
工
業
所

代
表
取
締
役

社

長

西
村
福
司

〒
196
-0021
東
京
都
昭
島
市
武
蔵
野
三
―
二
―
二
七

〇
四
二
（
五
四
一
）
二
二
五
〇

☎

〇
四
二
（
五
四
一
）
〇
八
九
四

Ｘ
Ａ
Ｆ

取
締
役

常

務

西
村

護

貴
商
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

排
ガ
ス
洗
浄
装
置
・
局
所
排
気
装
置

実
験
研
究
設
備
一
式
・
塩
ビ
ダ
ク
ト
工
事

役
締
取
表
代

長
　
　
　
社

木 
下

　忍

335
0035
埼
玉
県
戸
田
市
笹
目
南
町
三
八

十

五九

三

株
式
会
社

太
洋
工
作
所

代
表
取
締
役

会

長

代
表
取
締
役

社

長

辻

之
隆

辻

之
克

☎

一
路
小
森
区
旭
市
阪
大

七
二
―
二
―

㈹
七
七
一
三
）
二
五
九
六
（
六
〇

535
-0013

〒

役
締
取
表
代社

　
　
　

長

株
式
会
社

巧
工
業

代

表

取
締
役

〒
411
-0945
静
岡
県
駿
東
郡
長
泉
町
本
宿
二
六
四
│
七

〇
五
五
（
九
八
六
）
一
九
九
九

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
五
（
九
八
七
）
二
四
一
〇

http://www.kktakum
i.co.jp/

☎

弘
光
辺
渡

株
式
会
社
大
協
製
作
所

〒
240
-0035

横
浜
市
保
土

谷
区
今
井
町
一
一
二
五

〇
四
五
（
三
五
一
）
一
一
二
一

F
A
X
〇
四
五
（
三
五
一
）
一
一
〇
五

識

原
栗

☎
役
締
取
表
代

長
　
　
　
社

塚
本
鍍
金
工
業
株
式
会
社

代

表

取
締
役

〒
534
-0014
大
阪
市
都
島
区
都
島
北
通
一
│
三
│
二
三

〇
六
（
六
九
二
二
）
三
六
八
七

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
六
（
六
九
二
五
）
一
五
六
三

☎

郎
一
昇
本
塚

㈹

有
限
会
社
鶴
岡
製
作
所

代

表

取
締
役

〒
334-
0057

埼
玉
県
川
口
市
安
行
原
一
五
四
│
二

☎

一
八
七
三
）
五
九
（
二
八
四
〇

Ｘ
Ａ
Ｆ

一
五
四
〇
）
五
九
（
二
八
四
〇

雄
重
樫
富

高橋和重
代表取締役

〒104-0031
東京都中央区京橋 2-5-15

☎ 03 （6263） 0556

合
資
会
社
東
亜
鍍
金
工
場

代
表
取
締
役

社

長

〒
146
-0093

東
京
都
大
田
区
矢
口
二
│
三
二
│
七

☎

六
四
四
三
）
九
五
七
三
（
三
〇

Ｘ
Ａ
Ｆ

八
四
四
三
）
九
五
七
三
（
三
〇

史
隆
上
川

鈴
木
一
徳

代
表
取
締
役

社

長

佐
藤
智
弘

代 表 取 締 役 社 長

042-444-5470

正 憲吉 田
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次
の
第
２
号
議
案
の
「
令
和

７
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算

並
び
に
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収

方
法
決
定
の
件
」
で
も
宮
部
課

長
が
説
明
報
告
を
行
い
上
程
す

る
と
、
こ
れ
を
議
長
が
会
場
に

諮
る
と
異
議
な
く
満
場
一
致
で

可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
の
第
３
号
議
案
の

「
令
和
７
年
度
借
入
金
残
高
の

最
高
限
度
決
定
の
件
」
で
も
同

じ
く
宮
部
課
長
が
説
明
報
告
を

行
い
こ
れ
を
議
長
が
会
場
に
諮

る
と
異
議
な
く
満
場
一
致
で
可

決
承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
第
４
号
議
案
の
「
令
和

７
年
度
役
員
報
酬
決
定
の
件
」

で
宮
部
課
長
が
報
告
し
上
程
さ

れ
た
後
、
こ
れ
を
議
長
が
会
場

に
諮
る
と
満
場
一
致
の
拍
手
で

可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
最
後
の
議
案
と
し
て

「
理
事
及
び
監
事
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
選
任
の
件
」と
な
り
、

推
薦
委
員
会
で
推
薦
さ
れ
た
理

事
候
補
の
承
認
を
求
め
る
と
、

満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ

た
。
続
い
て
別
室
で
理
事
会
が

開
催
さ
れ
、
総
代
会
は
暫
時
休

憩
と
な
っ
た
。

　

総
会
が
再
開
さ
れ
、
役
員
が

決
定
し
、
石
碕
利
一
氏
が
新
理

事
長
に
再
任
さ
れ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
、
無
事
に
第
59
回
通
常

総
代
会
は
終
了
し
た
。

　

続
い
て
東
京
都
鍍
金
公
害
防

止
協
同
組
合
の
第
54
回
通
常
総

代
会
が
開
催
さ
れ
、
細
井
碧
相

談
役
が
議
長
と
し
て
選
出
さ

れ
、
議
長
席
に
つ
い
て
議
事
審

議
と
な
っ
た
。

　

第
１
号
議
案
の
「
令
和
６
年

度
事
業
報
告
書
及
び
決
算
関
係

書
類
承
認
の
件
」
で
宮
部
事
務

局
課
長
が
説
明
報
告
を
行
い
、

監
査
報
告
を
上
原
祐
司
監
事
が

監
査
報
告
を
行
い
上
程
さ
れ

た
。
こ
れ
を
議
長
が
会
場
に
諮

る
と
異
議
も
な
く
満
場
一
致
で

可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

次
の
第
２
号
議
案
の
「
令
和

７
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算

並
び
に
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収

方
法
決
定
の
件
」
で
も
宮
部
課

長
が
説
明
報
告
を
行
い
上
程
す

る
と
、
こ
れ
を
議
長
が
会
場
に

諮
る
と
異
議
な
く
満
場
一
致
で

可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
の
第
３
号
議
案
の

「
令
和
７
年
度
借
入
金
残
高
の

最
高
限
度
決
定
の
件
」
で
も
同

じ
く
宮
部
課
長
が
説
明
報
告
を

行
い
こ
れ
を
議
長
が
会
場
に
諮

る
と
異
議
な
く
満
場
一
致
で
可

決
承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
第
４
号
議
案
の
「
令
和

７
年
度
役
員
報
酬
決
定
の
件
」

で
宮
部
課
長
が
報
告
し
上
程
さ

れ
た
後
、
こ
れ
を
議
長
が
会
場

に
諮
る
と
満
場
一
致
の
拍
手
で

可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
最
後
の
議
案
と
し
て

「
理
事
及
び
監
事
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
選
任
の
件
」
で
石
碕

利
一
氏
が
新
理
事
長
に
再
任
さ

れ
、
無
事
に
東
京
都
鍍
金
公
害

防
止
協
同
組
合
第
54
回
通
常
総

代
会
は
終
了
し
た
。

　

そ
の
後
会
場
を
移
し
、
岡
正

典
副
理
事
長
の
司
会
進
行
で
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
、
最
初
に
岩

本
秀
和
副
理
事
長
の
開
宴
の
辞

を
述
べ
開
会
と
な
っ
た
。

　

次
に
理
事
長
挨
拶
で
石
﨑
利

一
理
事
長
が
、
総
代
会
で
の
円

滑
な
審
議
に
感
謝
。
理
事
と
総

代
を
3
分
の
1
削
減
し
、
次
回

は
さ
ら
に
人
数
が
減
る
可
能
性

に
触
れ
つ
つ
、
盛
大
な
会
に
し

た
い
と
述
べ
た
。
ま
た
、
神
奈

川
の
山
﨑
理
事
長
、
埼
玉
の
伊

藤
理
事
長
、
議
員
ら
来
賓
の
出

席
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

　

続
い
て
乾
杯
と
な
り
、
小
倉

攻
一
幹
事
の
音
頭
で
祝
宴
が
開

宴
し
た
。

　

次
に
小
池
百
合
子
知
事
か
ら

の
祝
電
披
露
に
続
き
来
賓
の
祝

辞
、
来
賓
紹
介
と
な
り
苅
宿
充

久
顧
問
理
事
の
中
締
め
で
、
閉

宴
と
な
っ
た
。

【
４
面
か
ら
の
続
き
】

令
和
７
年
度 

通
常
総
会

大
阪
府
鍍
金
工
業
組
合

　

５
月
21
日
16
時
か
ら
、
シ
ェ

ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
大
阪
に
て
大

阪
府
鍍
金
工
業
組
合
の
令
和
７

年
度
通
常
総
会
が
、
北
田
雅
己

総
務
委
員
長
の
司
会
進
行
で
挙

行
さ
れ
た
。

　

最
初
に
出
席
者
数
が
充
足
さ

れ
て
い
る
こ
と
の
報
告
が
あ

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

当
組
合
で
は
。
総
務
・
環
境
・

技
術
・
経
営
情
報
委
員
会
の
委

員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
事
業
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
一
部
そ
れ
を
ご

説
明
申
し
上
げ
て
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
総
務
委
員
会
で
は
、
支

部
長
が
理
事
総
務
委
員
と
し
て

支
部
の
連
携
強
化
を
図
る
。

　

鍍
金
会
館
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

会
計
帳
簿
の
確
認
業
務
、
ま
た

執
行
部
と
総
会
、
互
例
会
等
の

進
行
等
の
担
当
、
環
境
委
員
会

事
業
で
は
大
阪
府
条
例
に
基
づ

き
と
多
く
の
6
価
ク
ロ
ム
に
お

け
る
暫
定
排
水
基
準
の
延
長
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

　

大
阪
市
下
水
道
と
組
合
並
び

に
支
部
役
員
に
よ
る
排
水
規
制

行
政
指
導
会
議
を
毎
年
開
催

し
、
組
合
員
へ
の
情
報
の
提
供

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

め
っ
き
汚
泥
処
理
処
分
事
業

は
全
国
初
の
当
組
合
事
業
と
し

て
平
成
17
年
よ
り
実
施
し
、
安

全
安
心
の
処
分
の
事
業
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て

は
、
技
術
委
員
会
事
業
で
は
人

材
育
成
事
業
が
あ
る
の
で
、
ま

ず
一
番
、
組
合
、
企
業
の
後
継

者
、
幹
部
候
補
生
の
養
成
の
1

年
間
の
事
業
、
高
等
め
っ
き
技

術
訓
練
校
の
実
施
。

　

社
会
的
地
位
を
高
め
、
産
業

の
発
展
に
即
応
す
る
電
気
め
っ

き
技
能
検
定
実
技
試
験
の
実
施

を
行
う
。
初
心
者
現
場
作
業
者

り
、
続
い
て
国
歌

斉
唱
と
後
、
物
故

者
御
霊
に
対
し
黙

祷
を
捧
げ
た
。

　

次
に
野
村
理
事

長
が
挨
拶
で
「
み

な
さ
ん
、
本
日
は

ど
う
も
お
忙
し
い

中
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
て
あ
り
が

野村重之理事長
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亀
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☎ 
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四
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五
（
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六
）
九
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三
一

耐
蝕
F
R
P
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合
メ
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め
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・
ア
ル
マ
イ
ト
・
排
水
・
排
気
・
防
水
）

内
外
ポ
リ
マ

株
式
会
社

代

表

取
締
役

〒
101
-0044

東
京
都
千
代
田
区
鍛
冶
町
一
│
六
│
一
七

〇
三
（
五
二
九
七
）
三

一

〇

〇 次
正
俣
小

☎

社

長

小室美智男

soumu@nippon-plant-kogyo.co.jp

代 表 取 締 役 社 長

日
本
化
学
産
業
株
式
会
社

〒
110
-0015

Ｆ
Ａ
Ｘ
　〇
三
（
三
八
四
一
）
五

五

一

五

代

表

取
締
役

樹
博
谷
角

〇
三
（
五
二
四
六
）
三

四

五

一

☎

東
京
都
台
東
区
東
上
野
四
　
八
　
一

Ｔ
Ｉ
Ｘ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ 
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Ｅ
Ｎ
Ｏ
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本
社

〒
812
-0016
福
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市
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多
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五
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〇

〇
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二
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四
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）
五
四
四
九
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
九
二
（
四
五
一
）
九
二
九
九

大
野

工
場

〒
816
-0921

☎

社
会
限
有

業
工
金
鍍
島
中

本
橋

志
孝

代
表
取
締
役

社

長城

大
野
城
市
仲
畑
一

　九

　四

│

│

代
表
取
締
役
社
長

取

締

役

会

長

實

代
表
取
締
役

半
田
忠
勝

半
田

有
限
会
社
半
田
鍍
金
工
業
所

（
三
九
三
）

二
四
〇

（
三
九

）

二
四
〇

九
六

八

九
七
七

189
-00１１
東
京
都
東
村
山
市
恩
多
町
五

四

四

三

めっきで未来を切り開く

代

表

取
締
役

〒
340
-0012

Ｆ
Ａ
Ｘ
☎
埼
玉
県
草
加
市
神
明
一―

九―

一
六

○
四
八
（
九
二
九
）
三
四
五
五

○
四
八
（
九
二
九
）
三
四
五
一

㈱
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
・
イ
ン
ス
ト
ル
メ
ン
ツ

安
田 

光
春

株
式
会
社
西
田
製
作
所

代

表

取
締
役

本　

社
〒
547
-0005
大
阪
市
平
野
区
加
美
西
一
│
一
五
│
七

F
A
X
〇
六
（
六
七
九
一
）
三
八
〇
八

〇
六
（
六
七
九
一
）
三
八
四
一

☎
伊
藤
芳
樹

日
本
工
業
規
格
表
示
許
可
工
場

株
式
会
社

フ

カ
ク
ロ

ム

代

表

取
締
役

本
社

〒
277
-0861

千
葉
県
柏
市
高
田
一
一
一
四
│
三

〇
四
（
七
一
四
三
）
三
九
四
三
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
（
七
一
四
三
）
三
七
三
六（
専
用
）

☎

博
雅
山
須

ブ
ラ
ザ
ー

株
式
会
社

代　表
取
締
役

〒
210
-0854

川
崎
市
川
崎
区
浅

町
三
│

〇

（

七）

一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
八
五

☎

兒
幸

田
石

社

長

野

四
四
三
二
二

七

〇

（

七）

四
四
三
二
二

七

八
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を
対
象
と
し
た
2
日
間
の
夜
学

の
め
っ
き
技
術
短
期
講
習
会
を

実
施
。

　

最
後
に
経
営
情
報
事
業
で

は
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ
る

年
2
回
の
特
殊
健
康
診
断
の
実

施
と
。
労
働
基
準
監
督
署
へ
の

届
出
義
務
の
周
知
徹
底
を
図

る
。

　

毎
月
発
行
し
て
い
る
広
報
誌

に
最
新
の
情
報
の
伝
達
提
供
を

行
い
ま
し
た
。

　

め
っ
き
専
門
外
に
よ
る
メ
ッ

キ
加
工
者
検
査
認
識
シ
ス
テ
ム

を
活
用
す
る
。
今
ご
説
明
し
ま

し
た
各
委
員
会
事
業
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
多
く
の
事
業
を
担
当

し
て
お
り
、
今
後
も
情
報
の
共

有
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
日
ご
出
席
い
た
だ
い
た
皆
様

方
に
対
し
ま
し
て
、
本
日
の
通

常
総
会
開
催
の
趣
旨
に
つ
き
ま

し
て
ご
理
解
を
賜
り
、
ま
た
ご

自
愛
を
願
い
ま
し
て
、
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
」
と
各
委
員

会
を
紹
介
し
て
挨
拶
と
し
た
。

　

議
事
審
議
に
先
立
ち
、
出
席

者
の
報
告
を
北
田
総
務
委
員
長

が
報
告
し
、
定
数
を
満
た
し
て

お
り
総
会
が
成
立
す
る
旨
を
報

告
し
た
。

　

次
に
議
長
選
出
と
な
り
司
会

者
一
任
と
な
り
、
野
村
理
事
長

が
選
出
さ
れ
、
議
長
席
に
つ
き

議
事
録
書
記
を
副
理
事
長
が
勤

め
、
議
案
審
議
と
な
っ
た
。

　

最
初
の
第
１
号
議
案
の
「
令

和
６
年
度
事
業
経
過
報
告
書
・

収
支
決
算
書
・
財
産
目
録
・
貸

借
対
照
表
・
損
益
計
算
書
・
余

剰
金
処
分
（
案
）
承
認
に
関
す

る
件
」
の
審
議
と
な
り
、
事
業

報
告
・
収
支
決
算
書
・
貸
借
対

照
表
・
損
益
計
算
書
・
余
剰
金

処
分
案
を
山
本
貴
則
専
務
理
事

が
説
明
し
、
監
査
報
告
を
三
原

規
正
顧
問
監
事
が
行
い
、
こ
れ

を
議
長
が
会
場
に
諮
る
と
、
満

場
一
致
の
拍
手
で
承
認
可
決
さ

れ
た
。

　

次
の
第
２
号
議
案
「
令
和
７

年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に

収
支
予
算
案
承
認
に
関
す
る

件
」
と
第
３
号
議
案
「
令
和
７

年
度
賦
課
及
び
そ
の
徴
収
方
法

の
承
認
に
関
す
る
件
」、第
４
号

議
案
「
借
入
金
残
高
最
高
限
度

並
び
に
取
引
銀
行
承
認
に
関
す

会
長
就
任
に
つ
い
て
御
礼
と
情

報
伝
達
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ

っ
た
。

　

続
い
て
表
彰
式
と
な
り
、
審

査
結
果
の
報
告
と
な
り
、
辻
克

之
副
理
事
長
行
い
、
組
合
功
労

者
表
彰
で
組
合
役
員
表
彰
に
林

伸
安
前
理
事
、
支
部
長
表
彰
に

塚
本
昇
一
郎
前
中
央
支
部
長
と

長
谷
川
伸
前
南
支
部
長
、
研
究

団
体
会
長
表
彰
に
小
林
正
和
前

大
阪
鍍
金
研
究
会
会
長
、
業
種

別
部
会
長
表
彰
で
大
友
武
彦
前

防
蝕
め
っ
き
部
会
会
長
と
塚
本

昇
一
郎
前
Ｄ
Ｐ
部
会
会
長
が
表

彰
さ
れ
た
。

　

次
に
環
境
整
備
優
良
事
業
所

表
彰
と
な
り
、
３
年
度
表
彰
２

社
、
５
年
度
表
彰
1
社
、
１
０

年
度
表
彰
２
社
、
２
０
年
度
表

彰
１
社
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

最
後
に
閉
会
の
辞
を
上
田
泰

久
副
理
事
長
が
「
総
会
を
閉
会

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」と
述
べ
、

無
事
に
「
大
阪
府
鍍
金
工
業
組

合
令
和
7
年
度
通
常
総
会
」
は

閉
会
し
た
。

　

そ
の
後
17
時
30
分
よ
り
会
場

を
４
階
の
浪
速
の
間
に
移
し
、

山
本
貴
則
専
務
理
事
の
司
会
進

行
で
第
２
部
の
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　

最
初
に
堀
内
昇
総
務
委
員
が

来
賓
を
紹
介
し
、
歓
迎
の
挨
拶

を
野
村
新
理
事
長
が
行
っ
た
。

挨
拶
で
は
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ

イ
ナ
や
パ
レ
ス
チ
ナ
・
イ
ス
ラ

エ
ル
の
紛
争
、
日
産
の
人
員
削

減
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
自
由

貿
易
後
退
へ
の
懸
念
を
挙
げ
、

日
本
が
産
業
的
に
有
利
に
な
る

よ
う
国
の
方
向
性
を
期
待
。
大

阪
府
下
約
１
６
０
社
の
鍍
金
組

合
は
、
11
支
部
か
ら
4
支
部

（
東
、
中
央
、
南
、
西
）
に
統
合

さ
れ
、
ま
と
ま
り
良
く
活
動
。

個
人
的
な
経
験
と
し
て
、
技
術

委
員
会
や
技
能
検
定
、
め
っ
き

講
習
の
運
営
に
携
わ
り
、
大
阪

産
業
技
術
研
究
所
の
支
援
に
感

謝
。
全
国
の
組
合
や
若
手
と
の

交
流
、
支
部
や
部
会
の
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
活
動
が
組
合
運

営
の
支
え
と
感
謝
し
、
締
め
く

く
っ
た
。

　

続
い
て
顧
問
の
議
員
や
来
賓

か
ら
の
祝
辞
が
あ
り
、
そ
の
後

西
浦
永
郎
総
務
委
員
が
祝
電
の

披
露
を
行
い
、
森
𦚰
隆
顧
問
の

乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
が
開
催
さ

れ
た
。

会場の様子

る
件
」
は
一
括

審
議
と
な
り
、

山
本
専
務
理
事

が
説
明
し
議
長

が
こ
れ
を
会
場

に
諮
る
と
異
議

や
質
問
も
な
く

満
場
一
致
の
拍

手
で
承
認
可
決

し
た
。

　

次
に
第
５
号

議
案
「
役
員
改

選
（
選
考
委
員

会
よ
り
理
事
・

監
事
を
発
表
、

理
事
会
開
催
）」

そ
の
他
で
理
事

長
が
議
長
を
務

め
、
選
考
委
員

の
選
出
に
つ
い

て
議
長
一
任
と
な

り
、
池
田
選
考
委

員
長
、
が
選
考
結

果
を
発
表
し
た
。

　

後
に
総
会
は
暫

時
休
憩
と
な
り
、

新
理
事
・
新
監
事

に
よ
る
理
事
会
が

別
室
で
開
催
さ

れ
、
再
開
さ
れ
る

と
池
田
委
員
長
よ

り
新
理
事
長
が
発

表
さ
れ
、
野
村
重

之
氏
が
新
理
事
長

に
再
任
さ
れ
て
就

任
し
た
。

　

そ
の
他
で
、
寺

内
全
鍍
連
青
年
部

懇親会の様子

令和7年 暑中御見舞い申し上げます令和7年 暑中御見舞い申し上げます



株
式
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三
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金
属
化
工
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代

表

取
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役

〒
386
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長
野
県
上
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市
中
央
北
一
│
六
│
四
〇

〇
二
六
八
（
二
二
）
〇
五
四
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
六
八
（
二
五
）
二
三
二
八 典
正

岡
☎

各
種
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タ

か
ら
乾
燥
機
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で

工
業
用
電
熱
器
製
造
販
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ミ
ナ
モ
ト
電
機
株
式
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社

代
表
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役

〒
124
-0025

東
京
都
葛
飾
区
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岩
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│
一
四
│
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一

〇
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五
六
七
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七
一
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Ｆ
Ａ
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三
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六
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三
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☎
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表
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埼
玉
県
鴻
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市
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│
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│
十

〒
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（
五
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一

Ｆ
Ａ
Ｘ
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鍍
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社

代

表
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締
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一
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幡
八

平
井
工
場
東
京
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江
戸
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区
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井
五
│
二
〇
│
九

〒
132
-0035

〇
三
（
三
六
一
七
）七
七
〇
七
㈹

篠
崎
工
場
東
京
都
江
戸
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区
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三
│
三
三
│
一
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〒
133
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〇
三
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六
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化
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社

代
表
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〒
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埼
玉
県
越
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市
越
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五
│
一
│
一
九

事
務
所
〒
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-0008
埼
玉
県
吉
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市
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一
│
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〇
四
八
（
九
五
一
）
一
一
一
一
㈹

〇
四
八
（
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九
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）
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三

☎

治
寛
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吉

Ｘ
Ａ
Ｆ

三
五

会

長

代
表
取
締
役

社

長

洋
正
野
吉

株
式
会
社
ワ
イ
ピ

シ
ス
テ
ム

代
表
取
締
役

工
学
博
士

http://w
w
w
.yp-system

.co.jp/ 夫
英
田
吉
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㈳
日
本
自
動
車
部
品
工
業
会 

正
会
員

株
式
会
社
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一
般
社
団
法
人
日
本
表
面
処

理
機
材
工
業
会
の
令
和
７
年
度

定
時
総
会
が
東
京
都
千
代
田
区

に
あ
る
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
谷
で

開
催
さ
れ
た
。

　

最
初
に
司
会
進
行
役
の
山
口

伸
一
郎
総
務
委
員
長
が
開
会
を

宣
言
し
、
議
事
審
議
に
先
立
ち

後
藤
邦
之
会
長
が
「
本
日
は
、

令
和
7
年
度
の
総
会
に
ご
参
加

賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

先
般
の
経
済
に
目
を
向
け
ま

す
と
、
非
常
に
ア
メ
リ
カ
が
流

動
的
な
動
き
を
し
て
く
る
。
想

像
も
つ
か
な
か
っ
た
カ
ー
ド
を

相
次
い
で
切
っ
て
く
る
と
言
う

見
通
し
困
難
な
状
況
で
す
。

我
々
日
本
国
と
し
て
は
資
源
の

な
い
国
で
す
の
で
、
い
か
に
加

工
を
し
て
外
貨
で
稼
い
で
、
あ

る
い
は
国
内
で
消
費
し
て
い
く

か
と
い
う
の
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
盤
石
で
あ
る

は
ず
の
米
の
価
格
高
騰
で
、
イ

ン
フ
レ
基
調
で
は
あ
っ
た
も
の

の
、
米
価
で
い
え
ば
昨
年
の
2

倍
、
3
倍
と
い
う
よ
う
な
状
況

下
で
、
な
か
な
か
明
る
い
見
通

し
が
見
え
な
い
所
で
す
が
、

我
々
と
し
て
は
、
さ
ら
に
技
術

を
磨
き
上
げ
、
各
社
の
持
て
る

情
報
を
持
ち
寄
り
、
共
に
業
界

を
支
え
て
い
く
こ
と
が
課
題
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
を
踏
ま
え

て
、本
日
の
令
和
7
年
度
総
会
、

上
程
し
て
お
り
ま
す
議
案
の
ご

審
議
を
お
願
い
し
ま
す
。」と
挨

拶
し
た
。

　

続
い
て
山
口
総
務
委
員
長

が
、
定
足
数
を
満
た
し
て
い
る

の
で
本
総
会
は
成
立
す
る
旨
を

報
告
し
た
。

　

次
に
議
長
選
出
と
な
り
、
定

款
の
記
載
通
り
、
後
藤
会
長
が

議
長
に
選
出
さ
れ
た
。

　

次
に
議
事
審
議
と
な
り
、
第

1
号
議
案
の
「
令
和
６
年
度
事

業
報
告
・
令
和
６
年
度
収
支
決

　

次
に
第
２
号
議
案
の
「
令
和

７
年
度
事
業
計
画
（
案
）・
令
和

７
年
度
収
支
予
算
（
案
）」
の
審

議
と
な
り
、
令
和
７
年
度
事
業

計
画
（
案
）・
令
和
７
年
度
収
支

予
算
（
案
）
を
稲
田
晴
喜
総
務

委
員
が
説
明
報
告
し
、
こ
れ
を

議
長
が
会
場
に
諮
る
と
異
議
も

な
く
満
場
一
致
の
拍
手
で
可
決

承
認
さ
れ
た
。

　

次
に
第
３
号
議
案
の
「
新
役

員
選
出
の
件
」
と
な
り
、
稲
田

総
務
委
員
が
２
０
２
５
年
度
役

員
候
補
者
を
発
表
し
、
理
事
24

名
が
推
薦
さ
れ
て
こ
れ
を
議
長

が
会
場
に
諮
る
と
異
議
も
な
く

満
場
一
致
の
拍
手
で
可
決
承
認

さ
れ
た
。

　

次
に
総
会
は
暫
時
休
憩
と
な

り
、
別
室
に
て
第
１
回
理
事
会

が
開
催
さ
れ
て
新
役
員
が
決

定
。
新
会
長
に
は
後
藤
邦
之
氏

が
再
任
さ
れ
た
。

　

総
会
が
再
開
さ
れ
、
後
藤
議

長
が
議
長
席
を
降
り
、
新
役
員

報
告
と
な
り
、
野
坂
秀
夫
専
務

理
事
が
新
役
員
を
報
告
し
、
新

も
た
ら
す
痛
み
を
指
摘
し
つ

つ
、
日
本
の
高
い
技
術
力
を
誇

り
に
、
さ
ら
な
る
産
業
の
推
進

と
生
産
性
向
上
を
目
指
す
と
述

べ
た
。
ま
た
、
全
鍍
連
や
表
協

と
の
連
携
を
強
化
し
、
3
団
体

が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
日
本
の
表

面
処
理
業
界
を
牽
引
す
る
キ
ー

フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
る
こ
と
を
目

指
す
と
表
明
。
残
り
2
年
の
任

期
で
、
国
内
外
の
経
済
に
貢
献

す
る
産
業
発
展
に
尽
力
す
る
決

意
を
示
し
、
関
係
者
の
継
続
的

な
支
援
を
求
め
た
。

　

続
い
て
後
藤
新
会
長
よ
り
新

理
事
を
紹
介
し
、
新
理
事
が
前

に
出
て
挨
拶
し
た
。

　

次
に
来
賓
挨
拶
で
、
経
済
産

業
省
製
造
産
業
局
金
属
課
金
属

技
術
室
の
川
村
伸
弥
室
長
、
全

国
鍍
金
工
業
連
合
会
の
山
﨑
慎

介
会
長
、
日
本
鍍
金
材
料
協
同

組
合
の
木
村
日
出
夫
理
事
長
が

挨
拶
し
た
後
に
、
表
面
技
術
協

会
の
平
藤
哲
司
会
長
が
乾
杯
の

音
頭
を
取
り
、
祝
宴
が
開
催
し

た
。

令
和
７
年
度 

定
時
総
会

日
本
表
面
処
理
機
材
工
業
会

会
が
開
催
さ
れ
、
主
催
者
代

表
挨
拶
で
後
藤
会
長
は
、
経

済
の
先
行
き
不
透
明
な
中
、

資
源
に
乏
し
い
日
本
が
世
界

で
競
争
力
を
維
持
す
る
に

は
、
加
工
技
術
や
生
産
性
の

向
上
が
不
可
欠
と
強
調
。
米

国
の
関
税
政
策
を
例
に
挙

げ
、
産
業
の
急
激
な
転
換
が

算
報
告
及
び
監

査
報
告
」
と
な

り
、
令
和
６
年

度
事
業
報
告
を

橋
沢
憲
一
総
務

委
員
が
説
明
報

告
し
、
令
和
６

年
度
決
算
報
告

も
橋
沢
総
務
委

員
が
報
告
し

た
。
続
い
て
中

川
孟
監
事
が
監

査
報
告
を
行

い
、
議
長
が
こ

れ
を
会
場
に
諮

る
と
異
議
も
な

く
満
場
一
致
の

拍
手
で
可
決
承

認
さ
れ
た
。

会
長
に
選
出
さ
れ
た
後
藤
新

会
長
が
新
任
の
挨
拶
を
し

た
。

　

次
に
委
嘱
式
と
な
り
、
情

報
委
員
長
と
な
っ
た
奥
野
直

希
氏
に
会
長
が
委
嘱
さ
れ

た
。

　

次
の
表
彰
式
で
は
柳
澤
英

二
氏
（
日
本
化
学
産
業
）
が

後
藤
会
長
か
ら
感
謝
状
を
授

与
さ
れ
、
以
上
で
全
て
の
式

次
第
が
終
了
と
な
っ
た
。

　

次
に
会
場
を
移
し
、
懇
親

再任された後藤邦之会長

会場の様子

懇親会会場での乾杯

令和7年 暑中御見舞い申し上げます令和7年 暑中御見舞い申し上げます
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一
般
社
団
法
人
日
本
溶
融
亜

鉛
鍍
金
協
会
の
令
和
7
年
度
定

時
社
員
総
会
が
東
京
都
千
代
田

区
に
あ
る
如
水
会
館
で
開
催
さ

れ
た
。

　

定
時
総
会
に
先
立
ち
、
表
彰

会
場
に
て
令
和
７
年
度
会
社
功

労
者
表
彰
が
励
行
さ
れ
、
17
名

が
表
彰
さ
れ
、
３
名
の
方
々
が

代
表
し
て
出
席
さ
れ
た
。

　

最
初
に
、
茂
木
専
務
理
事
か

ら
表
彰
者
の
発
表
が
あ
り
、
続

い
て
菊
川
美
仁
理
事
長
か
ら

「
初
夏
の
場
で
も
清
々
し
い
頃

と
な
っ
た
良
き
日
に
、
一
般
社

団
法
人
日
本
溶
融
亜
鉛
鍍
金
協

会
令
和
７
年
度
会
社
功
労
者
表

彰
の
表
彰
式
が
挙
行
で
き
ま
す

こ
と
は
、
誠
に
め
で
た
く
、
喜

び
に
堪
え
ま
せ
ん
。
本
日
こ
こ

に
、
会
社
功
労
者
と
し
て
の
表

彰
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
る
17
名
の

皆
様
は
、
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
業

の
社
会
的
重
要
性
を
深
く
認
識

さ
れ
、
永
年
に
わ
た
り
そ
れ
ぞ

れ
の
職
務
に
お
い
て
地
道
に
努

力
を
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
後
輩
の
指
導
と
育
成

に
も
尽
く
さ
れ
、
さ
ら
に
は
溶

融
亜
鉛
め
っ
き
業
の
発
展
に
多

大
の
貢
献
を
さ
れ
て
き
た
優
秀

な
方
々
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に

心
か
ら
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
、
皆
様
の
ご
努
力
と

ご
功
績
に
対
し
て
深
甚
な
る
敬

意
を
表
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

ご
健
康
に
留
意
さ
れ
、
更
な
る

ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
業
界
を
取
り
巻

く
環
境
を
見
ま
す
と
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
な

ど
に
端
を
発
し
、
こ
こ
数
年
生

産
量
が
年
々
減
少
す
る
一
方
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
の
長
期
化
な
ど
を
受
け
た
亜

鉛
地
金
に
は
、
燃
料
資
材
の
高

騰
、
さ
ら
に
は
人
手
不
足
な
ど

を
受
け
、
厳
し
い
状
況
に
置
か

れ
て
お
り
ま
す
。こ
う
し
た
中
、

当
協
会
と
し
ま
し
て
は
、
会
員

の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

得
て
、
業
界
を
担
う
人
材
の
育

成
、
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
鉄
筋
の

普
及
拡
大
を
は
じ
め
と
す
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献
す
る
溶
融
亜
鉛

め
っ
き
の
需
要
拡
大
に
向
け
た

活
動
な
ど
、
業
界
の
発
展
に
寄

与
す
る
取
り
組
み
を
着
実
に
推

進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

改
め
ま
し
て
、
ご
列
席
の
皆

様
の
ご
理
解
と
会
員
各
位
の
ご

協
力
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
お
わ
り
に
あ
た
り
、
本
日

表
彰
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
た
皆

様
、
ご
列
席
の
皆
様
の
な
お
一

層
の
ご
多
幸
と
会
員
各
社
の

益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
私
の
式
辞
と
い
た
し

ま
す
」
と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
、

出
席
し
た
３
名
の
方
々
に
表
彰

状
と
記
念
品
を
贈
呈
。
そ
の
後

会
は
成
立
す
る
と
報
告
し
、
議

長
選
出
と
な
っ
た
。

　

議
長
に
は
定
款
に
よ
り
菊
川

理
事
長
が
選
任
さ
れ
、
議
案
審

議
と
な
っ
た
。

　

最
初
の
議
案
の
「
第
１
号
議

案
令
和
６
年
度
決
算
承
認
の

件
」
と
な
り
、
茂
木
専
務
理
事

が
説
明
報
告
を
行
い
、
続
い
て

監
査
報
告
を
池
田
剛
監
事
が
報

告
し
た
後
、
こ
れ
を
議
長
が
会

場
に
諮
る
と
異
議
も
な
く
満
場

一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
令
和
７
年
度
事
業
計

画
書
及
び
収
支
予
算
書
の
件
と

な
り
、
茂
木
専
務
理
事
が
説
明

報
告
を
行
い
こ
れ
を
議
長
が
会

場
に
諮
る
と
異
議
な
く
満
場
一

致
の
拍
手
で
可
決
承
認
さ
れ

た
。
以
上
で
す
べ
て
の
審
議
が

終
了
し
、
無
事
に
一
般
社
団
法

人
溶
融
亜
鉛
鍍
金
協
会
の
令
和

7
年
度
定
時
社
員
総
会
は
終
了

し
、
会
場
を
移
し
て
懇
親
会
と

な
っ
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
菊
川
美
仁
理

事
長
が
主
催
者
を
代
表
し
て
挨

拶
を
行
っ
た
。菊
川
理
事
長
は
、

令
和
6
年
度
の
事
業
報
告
・
収

支
決
算
書
が
承
認
さ
れ
、
令
和

7
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
書

が
交
付
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
。

世
界
的
な
景
気
減
退
や
地
政
学

的
混
乱
、
国
内
の
物
価
高
に
よ

る
厳
し
い
経
済
環
境
を
指
摘

し
、
協
会
の
生
産
量
が
過
去
最

低
の
93
万
ト
ン
に
落
ち
込
み
、

建
築
業
界
の
鉄
骨
需
要
も
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
並
み
の
低
水
準

に
あ
る
と
述
べ
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
協
会
は
5
本

の
柱
を
軸
に
活
動
を
推
進
。
①

Ｊ
Ｉ
Ｓ
改
正
に
向
け
た
意
見
収

集
、
②
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
鉄
筋

の
普
及
促
進
（
ス
ー
パ
ー
ゼ
ネ

コ
ン
や
造
船
所
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
増
加
、
名
神
高
速
道
路
で

の
テ
ス
ト
実
績
）、③
め
っ
き
割

れ
原
因
究
明
と
ユ
ー
ザ
ー
向
け

啓
発
、
④
安
全
デ
ー
タ
シ
ー
ト

の
整
備
、
⑤
営
業
支
援
資
料
の

更
新
を
進
め
て
い
る
。
特
に
め

っ
き
鉄
筋
の
普
及
で
は
、
国
土

交
通
省
へ
の
陳
情
を
強
化
し
、

需
要
拡
大
を
目
指
す
。
菊
川
理

令
和
７
年
度 

功
労
者
表
彰
式

令
和
７
年
度 

定
時
社
員
総
会

日
本
溶
融
亜
鉛
鍍
金
協
会

記
念
写
真
の
撮
影
会
が

行
わ
れ
、
表
彰
式
は
終

了
し
た
。

　

会
場
を
移
し
、
令
和

７
年
度
定
時
社
員
総
会

が
開
催
さ
れ
、
茂
木
専

務
理
事
が
出
席
状
況
を

発
表
し
、
定
数
を
満
た

し
て
い
る
の
で
社
員
総

事
長
は
、
変
化
の
激

し
い
時
代
に
対
応
す

る
た
め
、
社
員
一
人

ひ
と
り
が
迅
速
な
判

断
力
を
発
揮
し
、
地

域
や
業
種
に
応
じ
た

柔
軟
な
対
応
が
必
要

と
強
調
。
次
世
代
へ

の
ス
ム
ー
ズ
な
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
も
視
野

に
、
最
終
年
を
全
力

で
取
り
組
む
姿
勢
を

示
し
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
の

方
々
が
祝
辞
を
述
べ

乾
杯
と
な
り
、
懇
親

会
が
開
宴
し
た
。

令和７年度会社功労者表彰式

定時社員総会会場の様子

懇親会会場での乾杯

菊川美仁理事長
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大 阪 府 東 大 阪 市 今 米 2 - 1 - 2 9

神奈川県厚木市岡田 2-8-28 パストラル飯島 202A
愛 知 県 春 日 井 市 勝 川 町 2 - 1 5 - 2
福 岡 県 福 岡 市 博 多 区 東 雲 町 3 - 3 - 1 - 6 0 2
東京都練馬区氷川台 3-29-11 ベネ氷川台 101

本 社

関 東 営 業 所
東 海 営 業 所
九 州 営 業 所
リサイクル事業部

[ 統括本部 ] TEL.072-967-2732 FAX.072-967-2809
[ 技術本部 ] TEL.072-967-1149 FAX.072-967-2559
TEL.046-229-4884 FAX046-229-5123
TEL.0568-33-5600 FAX.0568-33-5636
TEL.092-587-6333 FAX.092-587-6330
TEL.03-6906-4811 FAX.03-6906-4812

〒578-0903

〒243-0021
〒486-0945
〒812-0871
〒179-0084

　あらゆる電子・情報通信・制御機器に使用される電
子回路・実装技術や、用途の広がりを見せるセンサー・
E-Textile（ウェアラブル技術）等の新しいコンテン
ツとソリューション等の展示を加え、技術情報の提
供・提案をはかり、併せて電子回路業界及び関連業界
全体の発展に寄与する事を目的に、一般社団法人日本
電子回路工業会（JPCA）が主催する「JPCAsh
ow2025」がマイクロエレクトロニクスショー等６つ
の展示会と併設して「電子機器トータルソリューショ
ン展 2025」として６月４日から６日までの３日間に、
東京ビッグサイト東展示場で開催された。表面処理関
連業界からは次の企業が出展した。

JCU は「最先端の表面処理技術を日本から世界へ」と題し、自動車部品へ
のめっきをはじめ、電子部品、半導体などあらゆる分野でグローバルに展
開しており、 プリント配線板、半導体パッケージ基板、部品内蔵基板製造
プロセス資材、めっき液 ( 無電解銅めっき／電気銅めっき／金めっき）、
TGV フィリングめっきプロセス等を展示していた

JCU

ケミトックスは「安心は安全から、安全は試験から」と題し、電子機器・
プリント配線板とパワーデバイスの各種信頼性試験を中心に紹介した

ケミトックス

ケミトロンは、開発型企業を目指して、めっき・エッチング技術のトータ
ルソリューションを提供している。今回はスーパーエッチング、ハイパー
エッチング、高多層基板めっきへの取り組み、電気めっきロボットローデ
ィング、連続自動めっき装置などの紹介をした

ケミトロン

フィッシャー・インストルメンツは膜厚測定・素材分析・微小硬さ試験 (
インデンテーションテスト )・材料試験の測定機器の専門メーカー。「膜厚
測定のことならフィッシャーへ」と題し、電子部品や半導体産業における
非常に小さな部品や構造部分の複雑な多層膜を高精度に膜厚測定および
組成分析ができることを PR し、ポリキャピラリ―レンズ（Polycapillary 
Optics）を搭載した蛍光Ｘ線膜厚測定器の「FISCHERSCOPE® X-RAY 
XDV®- μ」や高機能型ハンディータイプ膜厚計「DMP シリーズ」メッキ
の膜厚測定に適した 渦電流位相式の膜厚計「PHASCOPE® PMP10」他
各種膜厚計の実機をそろえ同社製品を紹介した

フィッシャー・インストルメンツ

日本化学工業は導電性微粒子「ブライト」、異方性導電接着剤「SMERF」
光焼成用亜酸化銅ペースト「キュアライト」を紹介した

日本化学工業

メトロームジャパンでは、「プロセス分析計で生産工程の品管を全自動化」
と題し、生産ラインの DX 化に向けて、滴定、カールフィッシャー水分測
定、イオンクロマトグラフィ、イオン測定、吸光度、近赤外分析、電気化
学測定（VA/CVS）ができる各種プロセス分析計を紹介した

メトロームジャパン

化研テックは「実装ラインの洗浄は任せて安心！化研テック」と題し、パ
ーティクル除去システムを初出展。高機能・環境対応フラックス洗浄シス
テムや、低 VOC、非危険物、低臭気洗浄剤も紹介した

化研テック
日本電子回路工業会（JPCA）書籍ブースでは、プリント配線板統合規格
UB-01 などを含む規格書や関連ガイドラインなどの他、10 年先のプリン
ト配線板のあるべき姿の仮説を提示する技術ロードマップや、ぷりんと
ばんじゅくなどの各種教育書籍などを取りそろえて案内した

日本電子回路工業会
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ＦＲＰ加工・成型・施工

　南 越 化 成合同
会社

〒315-0121　茨城県石岡市真家 422
電 話　0299-46-0063　　E-mail  info@minamisyou.co.jp

信頼と信用をかたちに

〒120-0015 東 京 都 足 立 区 足 立 2 - 4 0 - 1 6

〒374-0123 群馬県邑楽郡板倉町飯野 2334-1
電 話 03(3852)1161　FAX 03(3852)1165

電 話 0276(82)2521　FAX 0276(82)2525

本 社

館林工場

清川メッキ工業は、半導体ウエハなどへの微小・微細なバンプ・配線形成
を、シード形成 / フォトリソ / めっき加工 / シード剥離まで、一貫プロセ
スで対応し、ウェハ 1 枚からの試作にも対応する、一貫プロセスによる
微小 / 微細なバンプ・配線形成『半導体へのめっき』、低温～高温はんだ
まで対応可能『AuSn・SnAg めっき』、同社独自技術により、後工程での
CMP 研磨負担軽減の他、埋め込み＋配線めっきの組み合わせも可能とな
った三次元デバイス開発向け『ビアへの埋め込みめっき (TSV・TGV)』、
目に見えないほどの小さな粉体（微粒子）にめっきを行う技術で、電子部
品より小さく、花粉よりも小さい粉体材料へ、様々な金属のめっきが可能
な小型化、省スペース化に欠かせない『粉体へのめっき』、低密度・高表
面積・高純度による低抵抗などの通常のニッケル粉とは異なる特徴を持
つ、めっき技術を応用した新機能ニッケル粉『nanoZAC』、機能めっきに
特化した最先端のめっき技術を展示・紹介した

笠原理化工業は、表面処理工程用水質管理測定器の「ハンディタイプ水質
計 11Z/10Z シリーズ」やニッケル濃度計「Ni-5Z」や「Ni-5ZL」、銅濃度
計「CU-5Z」、電磁誘導式液体濃度計「EMC-502」や「EMC-700」、ニッ
ケル濃度計「Ni-502」、プロセス用現場型モニター「CU-800」や「Ni-800」
などの実機を展示して同社水質測定器・水質計測器を紹介した

日本高純度化学は優れた伝送特性が求められる高周波部品に有効な Ni フ
リー表面処理である DIG (Direct Immersion Gold (Cu/Au)) 、EPIG (Elect
roless Palladium Immersion Gold (Cu/Pd/Au)) 用のめっき液と、Ni 層の
有無による伝送損失の差異 ( ～ 100 GHz) などを紹介した

清川メッキ工業

笠原理化工業

奥野製薬工業では、「妄想
をカタチに」と題し、次世
代パッケージ基板として
期待されるガラスへのめ
っきプロセスのガラスコ
ア基板向けのスルーホー
ルフィリング用硫酸銅め
っきプロセスです。PR パ
ルス電解用めっき添加剤

「トップルチナ GCS PR」
でスルーホール内部を高
速に閉塞させ、直流電解もしくはパルス電解用めっき添加剤「トップルチナ GCS TF」でボイドの発生を抑制しながらスルーホールフィリングを実現し
た「トップルチナ GCS シリーズ」や半導体パッケージのガラスコアやガラスインターポーザとして注目されるガラス上への高密着性を実現する無電解
銅めっきプロセスで、酸化亜鉛を密着層として無電解銅めっきとガラス基板間の密着性を確保し、5G,6G 向けの高速通信システム材料として利用可能な

「TORIZING プロセス」をはじめ、半導体ウエハ、半導体パッケージ基板、パワーモジュール向けの最新表面処理薬品とプロセス技術を展示し、ブース
ではスルーホールフィリングを施した 515 × 510mm のガラス基板を展示した

奥野製薬工業
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台強電機股份有限公司

上村工業

日立ハイテクは「見る・測る・分析する」から始まる社会と題し、最新式 
卓上電子顕微鏡システムや蛍光 X 線膜厚計の実機展示を交えて、最新の
業界アプリケーションを紹介した

日立ハイテク

秋田化学工業は、「大物から小物まで！地球に優しい表面処理屋」と同社
を PR。PTFE( ポリテトラフルオロエチレン ) 微粒子を皮膜に析出させる
無電解ニッケルめっき「無電解ニッケルめっき PTFE」を紹介した

秋
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化
学
工
業

日
本
高
純
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化
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団 体　団 体　

鍍 金 工 業鍍 金 工 業　　　　

材　料　商材　料　商

資材・薬品資材・薬品

めっき器具・設備めっき器具・設備

全国鍍金工業組合連合会
105-0011 東京都港区芝公園 3-5-8　機械振興会館２０６ ☎ 03-3433-3855
大阪府鍍金工業組合
537-0025 大阪府大阪市東成区中道 3-1-14　大阪鍍金会館 ☎ 06-6972-1791
愛知県鍍金工業組合
456-0058 愛知県名古屋市熱田区六番町 3-4-41 名古屋市工業研究所内 ☎ 052-659-6112
神奈川県メッキ工業組合
231-0015 横浜市中区尾上町 5-80 神奈川中小企業センター 11F ☎ 045-633-5173
埼玉県鍍金工業組合
331-0811 埼玉県さいたま市北区吉野町 2-222-7 ☎ 048-666-2184
東北 ･ 北海道表面処理工業組合
983-0852 宮城県仙台市宮城野区榴岡 3-11-5 コーポラス島田 A-106 ☎ 022-792-2332
中国表面処理工業組合
739-2117 広島県東広島市高屋台 1-5-18 ㈱ワイエスデー内 ☎ 082-434-6160
九州めっき工業組合
818-0005 福岡県筑紫野市大字原 166 番地 85 ☎ 092-928-1928
富山県鍍金工業組合
930-0845 富山県富山市綾田町 1-9-38 ☎ 076-441-4421
東京都鍍金工業組合
113-0034 東京都文京区湯島 1-11-10 ☎ 03-3814-5621
東京都鍍金工業組合城西支部
171-0051 東京都豊島区長崎 1-16-1　㈱瑞光 内 ☎ 03-3959-1415
東京都鍍金工業組合新城南支部
152-0004 東京都目黒区鷹番 1-1-12　㈱都南ビーピー内 ☎ 03-5734-1670
東京都鍍金工業組合足立支部
123-0855 東京都足立区本木南町 7-18　㈱小澤鍍金工業内 ☎ 03-3848-1812
東京都鍍金工業組合葛飾支部
124-0013 東京都葛飾区東立石 1-7-1　ドエル立石 1F-101 ☎ 03-3696-0325
東京都鍍金工業組合向島支部
131-0041 東京都墨田区八広 6-11-9 ☎ 03-6313-6586
東京都鍍金工業組合西部支部
181-0011 東京都三鷹市井口 3-15-8　㈱特殊鍍金化工所内 ☎ 0422-26-1271
東京都鍍金工業組合城東支部
133-0061 東京都江戸川区篠崎町 3-33-11 八幡鍍金工業㈱内 ☎ 03-3670-2120
東京都鍍金工業組合城北支部
116-0012 東京都荒川区東尾久 4-6-6 ㈱田中産業内 ☎ 03-3893-2000
東京都鍍金工業組合中央支部
111-0053 東京都台東区浅草橋２-28-8 ㈱木下鍍金工場内 ☎ 03-3851-4810
一般社団法人 日本表面処理機材工業会
103-0025 東京都中央区日本橋茅場町 2-13-8 2F ☎ 03-3665-0981
日本鍍金材料協同組合
103-0025 東京都中央区日本橋茅場町 2-13-8 3F ☎ 03-3666-2416
SEMI ジャパン
102-0074 東京都千代田区九段南 4-7-15 ☎ 03-3222-5755

増幸クローム精鍍㈱
143-0003 東京都大田区京浜島 2-2-8 ☎ 03-3790-1661
㈱大崎金属
144-0033 東京都大田区東糀谷 6-3-1 ☎ 03-3744-8200
KST ㈱
300-1531 茨城県取手市小浮気 179-2 ☎ 0297-85-3525
㈱ヒキフネ
124-0014 東京都葛飾区東四つ木 2-4-12 ☎ 03-3696-1981
㈱三ツ矢
141-0031 東京都品川区西五反田 3-8-11 ☎ 03-3492-7191
平和工業㈱
143-0003 東京都大田区京浜島 2-2-4 ☎ 03-3790-1031
㈲大出電鍍工業所
123-0852 東京都足立区関原 2-1-5 ☎ 03-3849-1496
木村鍍金工業㈱
153-0064 東京都目黒区下目黒 2-12-3 ☎ 03-3491-7653
㈱ハイテクノ
231-0007 神奈川県横浜市中区弁天通り 2-25 関内キャピタルビル 605 室 ☎ 045-264-8416
硬化クローム工業㈱
123-0865 東京都足立区新田 2-11-19 ☎ 03-3911-7121
ニシハラ理工㈱
208-0023 東京都武蔵村山市伊奈平 2-1-1 ☎ 042-560-4011

㈱大協製作所
240-0035 神奈川県横浜市保土ヶ谷区今井町 1125 ☎ 045-351-1121
仁科工業㈱
338-0002 埼玉県さいたま市中央区下落合 1003 ☎ 048-831-5238
吉野電化工業㈱
343-0813 埼玉県越谷市越ヶ谷 5-1-19 ☎ 048-951-1111
東新工業㈱
236-0004 神奈川県横浜市金沢区福浦 2-10-13 ☎ 045-785-1800
豊橋鍍金工業㈱
441-8011 愛知県豊橋市菰口町 3-17 ☎ 0532-31-6217
㈱渡辺鍍金工場
146-0083 東京都大田区千鳥 2-2-16 ☎ 03-3750-0215
㈱九州電化
812-0068 福岡県福岡市東区社領 3-4-8 ☎ 092-611-3461
清川メッキ工業㈱
918-8515 福井県福井市和田中 1-414 ☎ 0776-23-2912

大原研材㈱
124-0005 東京都葛飾区宝町 1-3-11 ☎ 03-3697-3241
森幸鍍金材料㈱
143-0003 東京都大田区京浜島 2-2-3 ☎ 03-3790-1081
㈱三松
144-0051 東京都大田区西蒲田 7-57-11 ☎ 03-3733-7131
㈱遠山
537-0014 大阪府大阪市東成区大今里西 2-2-11 ☎ 06-6972-3131
長谷川鍍研資材㈱
110-0013 東京都台東区入谷 2-30-7 ☎ 03-3872-1191
関東金誠㈱
123-0844 東京都足立区興野 1-14-19 ☎ 03-3852-7221

奥野製薬工業㈱
541-0045 大阪市中央区道修町 4-7-10 ☎ 06-6203-0721
日進化成㈱
120-0037 東京都足立区千住河原町 11-5 ☎ 03-3888-1181
㈱ JCU
110-0015 東京都台東区東上野 4-8-1 TIXTOWER UENO16F ☎ 03-6895-7001
日本カニゼン㈱
120-0047 東京都足立区宮城 1-35-11 ☎ 03-5959-6701
キクヤピーエム㈱
110-0015 東京都台東区東上野 1-28-9 ☎ 03-3832-6281
㈱キャズ・インターナショナル
180-0004 東京都武蔵野市吉祥寺本町 1-32-9 ☎ 0422-29-0611
サンライト㈱
335-0005 埼玉県蕨市錦町 1-13-12 ☎ 048-442-3810
谷口ヒ－タ－ズ㈱ 千葉事業所
299-0265 千葉県袖ケ浦市長浦 2 号 580-104 ☎ 0438-63-1113
小金商事㈱
125-0035 東京都葛飾区南水元 4-22-7 ☎︎ 03-3600-0251
㈱ SPF
467-0862 愛知県名古屋市瑞穂区堀田通 5-1 ☎︎ 052-871-4121

㈱シブヤ電機
174-0065 東京都板橋区若木 1-2-20 ☎ 03-3935-7511
メトロームジャパン㈱
143-0006 東京都大田区平和島６-1-1　東京流通センターアネックス９F ☎ 03-4571-1741
化興㈱
393-0000 長野県諏訪郡下諏訪町社 133-4 ☎ 0266-27-7381
㈱三進製作所
484-0894 愛知県犬山市羽黒貴船浦 1-2 ☎ 0568-67-0466
伸栄化学産業㈱
341-0038 埼玉県三郷市中央 2-12-10 ☎ 048-953-1616
JX 金属商事㈱
160-0007 東京都新宿区荒木町 13-4　住友不動産四谷ビル６階 ☎ 03-5368-3175
駒沢工業㈱
144-0044 東京都大田区本羽田 2-12-1 ☎ 03-5735-1131
合同会社 南越化成
315-0121 茨城県石岡市真家 422 ☎ 0299-46-0063
新共立化工㈱
333-0844 埼玉県川口市上青木 2-22-6 ☎ 048-269-2726
㈲鶴岡製作所
334-0057 埼玉県川口市安行原 154-2 ☎ 048-295-3781
日本プラント工業㈱
120-0015 東京都足立区足立 2-40-16 ☎ 03-3852-1161

No.1 1 7 2 （12）令 和 7 年 7 月 10 日 発 行

本紙特選 業界電話簿本紙特選 業界電話簿
　掲載順不同



めっき器具・設備めっき器具・設備
ミナモト電機㈱
124-0025 東京都葛飾区西新小岩 3-14-21 ☎ 03-5671-3710
㈱ケミトロン
160-0023 東京都新宿区西新宿 6-2-3 ☎ 03-5324-6041
㈱共和機器製作所
334-0012 埼玉県川口市八幡木 2-15-15 ☎ 048-281-6940
㈱オカダテックス
278-0033 千葉県野田市上花輪 735 ☎ 0471-22-3803
笠原理化工業㈱
340-0203 埼玉県久喜市桜田 2-133-8 ☎ 0480-38-9151
富士電機工業㈱
169-0073 東京都新宿区百人町 1-21-22 ☎ 03-5925-0512
㈲シンワ電熱
132-0025 東京都江戸川区松江 2-29-14 ☎ 03-5607-1187
㈱ワールドメタル
578-0903 大阪府東大阪市今米 2-1-29 ☎ 072-967-2732
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〒231-0007神奈川県横浜市中区弁天通2-25
関内キャピタルビル605室
TEL：045(264)8416 FAX：045(264)8417
E-mail： surf@hightechno.co.jp

第58回 上級表⾯技術講座
受 講 ⽣ 募 集

(1) 他に類を⾒ない斯界の実⼒者からなる講師陣と充実した講義内容
(2) 教室はアクセス良好な関東学院⼤学 横浜・関内キャンパス
(3) 対⾯講義とオンライン講義の選択が可能

≪講座の特徴≫
本講座では、電気化学とめっき技術を基礎から応⽤まで体系的に学び、技

術の本質的な理解を深めます。講義を通じて専⾨知識を⾝につけるだけでな
く、討論や研究発表により課題解決⼒やプレゼンテーション能⼒も養います。
共通の⽬標を持つ受講⽣同⼠の交流を通じて、多様な視点や経験を共有し合
うことで理解を深め、学んだ内容を実務に応⽤する⼒を育むことができます。

≪受講申し込みのしおり≫
◇講座期間 2025年9⽉4⽇〜2026年5⽉14⽇(予定)
◇講義⽇程 毎週⽊曜⽇ 10:00〜16:15 (昼休み45分間)
◇申込締切 2025年8⽉20⽇
◇定員 先着35名
◇受講料 ハイテクノ会員企業 530,000円 (税込)

その他企業 580,000円 (税込)
◇教室 JR関内南⼝駅前 関東学院⼤学 横浜・関内キャンパス

（共催 関東学院⼤学）
≪カリキュラム≫
基 礎 科 ⽬ 基 礎 め っ き 技 術 応 ⽤ め っ き 技 術 品 質 管 理 め っ き 設 備
環境衛⽣ 実験(動画)と演習 社会演習 特別科⽬及び修了認定研究関連科⽬

≪⼈材開発⽀援助成⾦制度適⽤のお知らせ≫
本講座は⼈材開発⽀援助成⾦（旧キャリア形成促進助成⾦）制度を
適⽤可能です。詳しくは厚⽣労働省のウェブサイトをご覧ください。

≪連絡先≫

みなさまのニーズに即、
お応えできる材料商社

関東金誠株式会社
●取り扱い商品

非鉄金属／めっき材料／研磨材料
本　　　社　〒 123-0844 東京都足立区興野 1 丁目 14 番 19 号

4227）2583（30XAF／1227）2583（30☎
高崎営業所　〒 370-1207 群 馬 県 高 崎 市 綿 貫 町 7 4 6 番 地

0293）643（720XAF／5293）643（720☎
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2025年第1四半期の世界半導体製造装置販売額は前年同期比21%増
　SEMI（本部：米国カリフォルニア州ミルピタス）は、6 月 5 日（米国時間）、2025 年第 1
四半期における半導体製造装置（新品）の世界総販売額が、前年同期比 21％増となる 320.5
億ドルであったことを発表した。前期比では 5％の減少となったが、これは通常の季節変動に
沿った動きだ。このデータの詳細は、SEMI が発行する世界半導体製造装置市場統計（WWSE
MS）レポートで提供されている。　SEMI のプレジデント兼 CEO の Ajit Manocha（アジッ
ト・マノチャ）は、次のように述
べてる。「2025年の世界半導体装
置市場は、堅調な第 1 四半期によ
ってスタートしました。現在進行
中の AI ブームが引き続きファブ
の拡張および装置販売を牽引し
ており、業界が直面する地政学的
な緊張、関税変動および輸出規制
を巡る不確実性に対する回復力
を示しています。SEMI は各国政
府と積極的に連携し、製造装置を
含め数十億ドル規模になるファ
ブ設備投資と先端製造業の長期
的成功を支えるためには、政策の
安定性が不可欠となることを提
唱しています。」
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メッキ液・エッチング液の薬液濃度計
検出器／変換器一体型
　銅濃度／ニッケル濃度計

検出器／変換器分離型
　銅濃度／ニッケル濃度計

プロセス用！！
　電磁誘導式　液体濃度計

プローブ型！
　硫酸銅／ニッケル濃度計

CU-800／Ni-800 CU-502／Ni-502 EMC-502 CU-5Z／Ni-5Z

Ni-800
高濃度：0.0～200.0 g/ℓ (Ni)
低濃度：0.00～20.00 g/ℓ (Ni)

Cu-800
高濃度：0.0～80.0 g/ℓ (Cu)
低濃度：0.00～20.00 g/ℓ (Cu)

工業用　５０２シリーズ
　硫酸銅モニター
　ニッケルモニター
　ｐＨモニター
　ＯＲＰモニター
　フッ素イオンモニター
　電磁濃度計

CU-502
Ni-502
PC-502
OC-502
KF-502
EMC-502

プローブ型　５Ｚシリーズ
〇銅濃度計　CU-5Z
　銅濃度を0.0～76.0g/ℓの範囲で測定

〇ニッケル濃度計　Ni-5Z
　ニッケル濃度を0.0～199.9g/ℓの範囲で測定

〇銅・ニッケル濃度計　CUNi-5Z
　一台で銅とニッケル濃度を測定

簡単取付
簡単操作
高機能

電気的無接触型で
高濃度薬液濃度測定

測定方式

測定対象

測定範囲
測定単位

電磁誘導式センサー

塩酸、硫酸、硝酸、その他

サンプルにより異なります。
（応相談）

表面処理業界の総合プランナー

めっきのことなら何でもお任せ下さい！

〒144-0051  東京都大田区西蒲田 7 丁目 57 番 11 号
本 社　TEL 03-3733-7131　FAX 03-3739-0321
湘 南　TEL 0466-34-1711　FAX 0466-34-0581
横 浜　TEL 045-461-6088　FAX 045-461-6077

www.sanmatu.co.jp

TGBRAND ▶新世代商品◀安心安全の知識TGBRAND ▶新世代商品◀安心安全の知識
谷口ヒーターズ

「耐久性」と「安全性」の保持のために　　
適切な選択正しい使用、安全な電気環境、保守点検・保全 が重要

　谷口ヒーターズ㈱（本社千葉・谷口和美社長）では、長年培ってきた安全に関する
ノウハウを製品に反映し、リスク低減に努めており、同社の薬液加熱ヒーターは、正
しい使用方法を守っていれば事故発生はほとんどない。創業以来、同社の製品自体に
起因する事故は発生していないが、取扱の誤りによる故障や事故の可能性があり、万
一の事故（ボヤ、火災、引火、液漏れ、破裂、漏電、感電など）を未然に防ぐため、
ユーザー向に TG. 安心安全の知識として資料を発行している。同社ホームページサ
イト (https://taniguchi.heaters.co.jp/) の《TG. ANSHIN・ANZEN》を一読のう
え、資料をダウンロードして、工場の現場への掲示や研修などに活用して欲しい。
資料：TG. 安心安全の知識
●ユーザーによる安全対策の基礎知識
● TG. 薬液加熱ヒーター共通の注意事項（印刷掲示用）

　『新世代商品』は現在も品質向上を続けている。その一環の『安全管理新世代商品』
は、各種セーフティーモジュールを安心・安全サポート機器としてユーザーの要望に
応じて組み合わせることで、ヒューマンエラーや異常により空炊き、液面異常、過熱
異常などの危険な状態が生じた場合にヒーター電源を遮断する ECSMS（TG 安心安
全液加熱マネージメントシステム）として機能する。
　また、TG 安心安全サポート機器は「TG 安心安全仕様」付きの新世代ヒーターや
新世代温調器に後から追加して搭載することができ、新世代商品は安全性を最優先に
設計されているので、ユーザーのニーズに応じて安心して利用できる。他に類のない
シンプルかつユニークな『新世代商品』は、発表から 20 年が経つ。創業 78 年の耐
久・安全な TG. コア技術を基礎にして、省エネ・省資源・省力化も加えているので、
ユーザーの生産プロセスの安全性と利便性を向上させ、環境にも配慮した選択肢とな
っている。 上の図は目安。薬液の種類によって性質が異なるので、pH だけで判断はしないこと

耐薬ヒーターモデルの選択。ヒーター外管の材質は耐薬性と密接に関係している


